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兵庫県会議員
（１）

皆様の声を県政に、国政に伝え続けます！

　

原
テ
ツ
ア
キ
は
、
昨
年
（
平
成
27
年
）
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
当
選
を

果
た
し
、
３
期
目
を
ス
タ
ー
ト
。
議
会
で
は
、
総
務
常
任
委
員
長
と
し
て
地

域
創
生
の
課
題
に
取
組
み
、
本
会
議
の
一
般
質
問
で
淡
路
の
課
題
と
活
性
化

策
を
質
し
、
決
算
特
別
委
員
会
で
も
兵
庫
県
の
事
業
総
数
３
千
余
の
う
ち
、

農
業
・
漁
業
、
地
場
産
業
等
に
つ
き
１
５
０
分
間
質
問
し
ま
し
た
。

淡路の課題を議会で県に訴え
【
原
テ
ツ
ア
キ
】

　

27
年
４
月
、
謎
と
さ
れ

て
き
た
銅
鐸
の
使
用
方
法

が
解
明
さ
れ
た
。
銅
鐸
は

弥
生
時
代
中
期
（
紀
元
前

３
世
紀
）の
も
の
と
さ
れ
、

淡
路
島
に
は
弥
生
時
代
後

期
（
紀
元
３
世
紀
頃
）
の

国
内
最
大
規
模
の
鉄
器
製

造
遺
跡
「
五
斗
長
垣
内
遺

跡
」
が
あ
る
。

　

古
代
史
の
ロ
マ
ン
を
か

き
立
て
る
こ
れ
ら
遺
物

や
遺
跡
の
発
見
を
踏
ま

え
、
次
世
代
の
子
供
た
ち

の
教
育
の
場
と
し
て
、
ま

た“
地
域
の
元
気
づ
く
り
”

に
つ
な
が
る
地
域
創
生
の

観
光
の
目
玉
の
一
つ
と
し

て
、「
神
話
か
ら
歴
史
の

島
、
淡
路
島
」
を
売
り
出

す
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
。

【
井
戸
知
事
】

　

松
帆
銅
鐸
は
今
後
２
年

程
度
か
け
て
県
と
南
あ
わ

じ
市
が
共
同
で
、
銅
鐸
の

科
学
的
な
分
析
や
出
土
地

の
特
定
、
周
辺
地
の
発
掘

等
の
調
査
を
実
施
。
ま

た
、
県
独
自
に
島
民
を
対

象
と
し
た
講
演
会
を
開
催

す
る
ほ
か
、
島
内
の
小
学

校
で
ふ
る
さ
と
学
習
に
使

用
し
て
い
る
学
習
副
読
本

「
ふ
る
さ
と
淡

路
島
」
に
松
帆

銅
鐸
の
解
説
を

追
加
す
る
。
さ

ら
に
銅
鐸
の
復

元
模
型
を
製
作

し
て
島
内
の
小

学
校
や
観
光
施
設
に
展
示

し
、
そ
の
音
色
を
実
感
し

て
も
ら
う
。

　

加
え
て
、
松
帆
銅
鐸
、

五
斗
長
垣
内
遺
跡
、
伊
弉

諾
神
宮
な
ど
の
魅
力
を
発

信
す
る
た
め
、「
国
生
み

神
話
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
と

し
て
つ
な
ぎ
、
文
化
庁
の

「
日
本
遺
産
」
の
認
定
に

向
け
て
、
地
元
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

―
日
本
遺
産
と
世
界
遺
産
へ
―

銅
鐸
と
遺
跡
で
地
域
創
生
を

【
原
テ
ツ
ア
キ
】

　

美
し
い
自
然
と
美
味
し

い
食
べ
物
。
こ
ん
な
淡
路

島
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く

崩
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

国
内
最
大
規
模
の
指
定

暴
力
団
「
山
口
組
」
の
分

裂
騒
動
に
伴
い
、
離
脱
組

織
が
拠
点
を
淡
路
島
に
構

え
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

報
道
さ
れ
た
。
分
裂
騒
動

は
対
立
抗
争
に
発
展
す
る

の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ

れ
、
最
悪
の
場
合
、
県
民

自
身
が
巻
き
込
ま
れ
る
可

能
性
も
否
定
で
き
ず
、
離

脱
し
た
傘
下
組
織
は
暴
力

団
対
策
法
で
い
う「
指
定
」

を
受
け
る
ま
で
に
時
間
を

要
す
る
た
め
、
中
止
命
令

等
の
対
象
に
か
か
ら
な
い

状
況
も
発
生
す
る
こ
と
が

暴
力
団
の
い
な
い
淡
路
島
に

想
定
さ
れ
る
な
ど
、
県
民

が
抱
く
不
安
・
恐
怖
は
払

拭
で
き
な
い
。

　

暴
力
団
を
壊
滅
に
導
く

た
め
に
は
、
各
自
治
体
、

県
民
が
暴
力
団
排
除
の
気

運
を
醸
成
す
る
と
と
も
に

力
団
の
立
ち
上
げ
に
つ
い

て
、
関
連
情
報
の
収
集
、

警
戒
の
強
化
、
取
締
り
の

徹
底
等
の
措
置
を
講
じ
て

い
る
。
組
織
の
中
枢
幹
部

や
有
力
な
資
金
源
と
な
っ

て
い
る
暴
力
団
関
係
企
業

等
に
重
点
を
置
い
た
取
締

り
を
行
う
方
針
で
、
住
民

運
動
等
へ
の
積
極
的
支
援

や
保
護
対
策
の
徹
底
を
図

り
、
社
会
全
体
で
の
暴
力

団
排
除
機
運
の
醸
成
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

全
力
を
挙
げ
て
暴
力
団

の
組
織
実
態
の
解
明
に
努

め
、
そ
の
弱
体
化
、
壊
滅

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

平成28年度県政報告会のご案内

日時：平成 28 年 ４ 月 23 日㈯午後 2～ ４時

場所：ウェスティンホテル淡路

講師：田崎史郎氏（テレビでお馴染みの政治評論家）

お申し込みは、ファックス、お電話またはハガキで
原テツアキ事務所にご連絡ください（締切は ４月 3日）。

排
除
活
動
を
強
力
に

推
進
す
る
ほ
か
、
警

察
に
よ
る
強
力
な
取

締
り
等
に
よ
っ
て
社

会
全
体
で
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
決
し
て

実
現
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。

　

警
察
当
局
に
お
い

て
、
今
後
ど
う
暴
力

団
対
策
を
推
進
し
て

い
く
の
か
。

【
警
察
本
部
長
】

　
「
神
戸
山
口
組
」

と
称
す
る
新
た
な
暴
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原
テ
ツ
ア
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】

　

淡
路
市
内
の
漁
業
組
合

の
海
難
事
故
を
見
る
と
、

平
成
26
年
迄
の
過
去
５
年

間
で
亡
く
な
っ
た
方
は
12

人
、
漁
船
接
触
損
傷
事
故

は
91
件
も
あ
る
。

　

県
内
漁
場
の
一
つ
に
播

磨
灘
の
「
鹿
ノ
瀬
」
が
あ

る
が
、
近
年
、
異
変
が
起

こ
っ
て
い
る
。
砂
が
減
っ

て
い
る
た
め
に
、
網
を
入

れ
れ
ば
岩
盤
に
ひ
っ
か
か

る
こ
と
も
多
く
、
魚
が

減
っ
て
き
て
い
る
の
も
産

卵
の
た
め
の
砂
が
減
少
し

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

　

漁
獲
量
が
減
少
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
日
本

有
数
の
漁
場
「
鹿
ノ
瀬
」

の
再
生
に
向
け
た
対
策

を
講
じ
る
べ
き
。

【
農
政
環
境
部
長
】 

　

鹿
ノ
瀬
は
、
沿
岸
域

埋
め
立
て
に
よ
る
潮
流

変
化
や
陸
か
ら
供
給
さ

れ
る
砂
の
減
少
等
の
影

響
で
環
境
変
化
を
不
安

視
す
る
漁
業
者
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

県
は
来
年
度
か
ら
鹿

ノ
瀬
の
調
査
や
機
能
強

化
手
法
の
研
究
実
施
を

検
討
し
、
藻
場
浅
場
の

造
成
、
下
水
処
理
施
設

で
の
栄
養
塩
管
理
運

転
、
た
め
池
の
か
い
ぼ

り
、
海
底
耕
耘
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
関

係
府
県
や
漁
業
者
と
協

力
し
て
推
進
す
る
。

【
原
テ
ツ
ア
キ
】

　

県
の
災
害
復
旧
費
を
除

く
過
去
10
年
間
の
投
資
的

経
費
を
見
る
と
、
平
成
18

年
度
は
３
１
３
１
億
円
、

そ
れ
以
降
は
ほ
ぼ
毎
年
漸

減
し
、
平
成
27
年
度
は
１

７
３
９
億
円
と
10
年
前
の

56
％
に
ま
で
減
少
。ま
た
、

10
年
前
の
知
事
建
設
業
許

可
業
者
数
２
万
１
７
２
２

者
が
平
成
27
年
３
月
末
で

１
万
８
５
２
４
者
と
約

85
％
に
減
少
し
て
い
る
。

　

建
設
業
は
公
共
事
業
費

の
減
額
に
加
え
、
建
設
業

従
業
者
の
高
齢
化
と
人
口

減
少
下
で
若
年
従
業
員
の

雇
用
が
極
め
て
難
し
く
、

さ
ら
に
建
設
資
材
や
労
務

費
の
高
騰
が
あ
っ
て
厳
し

い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
と
も
言
え
る
。

　

建
設
業
の
現
状
を
見
据

え
、
い
か
な
る
手
だ
て
を

打
っ
て
い
る
の
か
、ま
た
、

こ
れ
か
ら
打
と
う
と
し
て

い
る
の
か
。

【
井
戸
知
事
】

　

実
勢
に
見
合
う
労
務

費
、
ま
た
は
最
新
の
資
材

単
価
を
用
い
て
適
正
な
予

定
価
格
を
設
定
し
、
債
務

負
担
行
為
な
ど
を
活
用
し

た
発
注
時
期
の
平
準
化
、

分
離
分
割
発
注
に
よ
る
県

内
企
業
の
受
注
機
会
の
確

保
に
も
努
め
て
い
く
。

　

担
い
手
の
確
保
で
は
、

26
年
に
設
置
し
た
建
設
業

育
成
魅
力
ア
ッ
プ
協
議
会

で
官
民
一
体
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
工
業
高
校
へ

【
原
テ
ツ
ア
キ
】

　

繁
殖
メ
ス
牛
は
、
平
成

22
年
度
で
淡
路
島
に
９
２

３
０
頭
が
飼
わ
れ
て
い
た

が
、
平
成
27
年
は
８
２
０

０
頭
と
減
少
。
一
方
で
、

子
牛
の
平
均
価
格
は
４
年

前
で
40
万
円
余
り
だ
っ
た

が
、
平
成
27
年
９
月
は
78

万
円
と
１
・
９
倍
ま
で
上

が
っ
て
い
る
。

　

新
規
就
農
者
も
含
め
、

集
団
畜
産
経
営
を
奨
励

し
、
有
効
利
用
さ
れ
て
い

な
い
広
大
な
用
地
、
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
畜
産
団
地

を
新
た
に
和
牛
団
地
や
牛

の
ア
パ
ー
ト
と
し
て
活
用

す
る
な
ど
、
大
規
模
化

経
営
へ
の
支
援
策
を
強

化
す
べ
き
だ
。

【
農
政
環
境
部
長
】

　

規
模
拡
大
や
効
率
的

経
営
を
支
援
す
る
国
庫

事
業
を
積
極
的
に
活
用

し
、
大
規
模
牛
舎
の
整

備
を
進
め
る
。
人
工
授

精
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
知

ら
せ
る
装
置
や
自
動
で

餌
を
与
え
る
機
械
の
貸

付
け
、
子
牛
の
育
成
や

妊
娠
し
た
牛
の
供
給
等

を
行
う
繁
殖
経
営
支
援

セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど

で
大
規
模
経
営
体
の
育

成
を
進
め
て
い
く
。

の
出
前
講
座
な
ど
で
建
設

業
の
魅
力
を
若
い
世
代
を

中
心
に
広
く
伝
え
て
い
き

た
い
。

　

加
え
て
、
建
設
企
業
の

社
会
保
険
加
入
の
徹
底
や

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
な
ど
就
労
環
境
の

改
善
に
も
努
め
、
事
業
費

の
確
保
、
県
内
建
設
企
業

の
育
成
、
担
い
手
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

　

海
難
事
故
の
防
止

で
は
、
海
上
保
安
庁

や
漁
業
団
体
と
連
携

し
て
研
修
会
の
開
催

を
は
じ
め
、
救
命
胴

衣
や
県
漁
連
が
開
発

し
た
浮
力
カ
ッ
パ
の

着
用
推
進
な
ど
、
操

業
の
安
全
確
保
に
努

め
て
い
く
。

淡
路
繁
殖
和
牛
の
増
頭
め
ざ
せ

【
原
テ
ツ
ア
キ
】

　

県
立
淡
路
佐

野
運
動
公
園

は
、
日
韓
サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
で
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
代

表
が
合
宿
地
と

し
て
利
用
し
て

地
域
が
活
性
化

し
た
。
こ
の
公

園
に
、
屋
内
練

習
場
を
整
備
す

佐野運動公園、明
石陸上競技場など利用しやすい柔軟運営が必要

る
方
針
が
決
定
し
た
こ
と

は
喜
ば
し
い
限
り
。
２
０

２
０
年
の
東
京
五
輪
の
合

宿
誘
致
に
弾
み
が
つ
き
、

地
域
が
大
い
に
盛
り
上
が

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

私
は
淡
路
の
陸
上
競
技

協
会
の
会
長
を
務
め
て
い

る
が
、
各
施
設
が
利
用
者

に
と
っ
て
使
い
や
す
い
施

設
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
し
か
し
明
石
陸
上

と
い
う
声
が
あ
る
。
運
営

に
つ
い
て
開
場
時
間
な
ど

柔
軟
性
を
持
つ
べ
き
。

【
ま
ち
づ
く
り
部
長
】

　

ご
指
摘
の
明
石
公
園
は

近
隣
住
民
の
理

解
が
得
ら
れ
や

す
い
大
規
模
大

会
に
つ
き
、
マ

イ
ク
使
用
を
控

え
る
な
ど
一
定

の
ル
ー
ル
を
定

め
て
開
場
時
間

の
大
幅
な
前
倒

し
を
図
る
方
向

で
積
極
的
に
検

討
す
る
。
佐
野

運
動
公
園
も
出

来
る
だ
け
対
応

し
て
い
き
た

い
。

原テツアキは、淡路陸上協会会長として青少年
の健全育成に力を入れています。

漁
業
者
の
安
全
と
鹿
ノ
瀬
再
生
へ

投
資
的
経
費

減
少
な
ど

社
会
基
盤
整
備
計
画
の
実
現

北ブラ協議会の生シラス丼は
今や全国ブランド

淡路島最大の小学生陸上
競技大会で淡路陸上協会
会長として挨拶

競
技
場
を
例

に
す
る
と
、

開
場
は
午
前

９
時
だ
が
繰

り
上
げ
開
場

な
ど
時
間
外

利
用
は
な
か

な
か
認
め
て

も
ら
え
な
い
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原
テ
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ア
キ
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県
の
公
立
学
校
教
員

は
、
本
人
の
希
望
が
あ
れ

ば
一
年
毎
の
更
新
で
退
職

厚
生
年
金
（
退
職
共
済
年

金
）
の
報
酬
比
例
部
分
の

支
給
が
開
始
さ
れ
る
65
歳

ま
で
再
任
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

再
任
用
に
は
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
と
週
３
日
等
の
短

時
間
勤
務
が
あ
る
が
、
児

童
・
生
徒
の
立
場
に
立
て

ば
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
再

任
用
教
員
が
望
ま
れ
る
。

　

再
任
用
制
度
が
た
だ
単

に
退
職
者
の
た
め
だ
け
の

制
度
で
は
な
く
、
再
任
用

教
員
の
知
識
や
経
験
を
十

分
活
用
し
、
現
職
の
教
員

の
み
な
ら
ず
児
童
や
生
徒

か
ら
も
そ
の
存
在
が
評
価

さ
れ
、
よ
り
良
い
教
育
に

資
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
評
価
や
懸
念
、
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
長
】

　

再
任
用
期
間
は
１
年
間

だ
が
、
勤
務
成
績
が
良
好

な
者
に
限
っ
て
１
年
毎
に

最
大
４
回
ま
で
、
最
長
５

年
間
の
再
任
用
を
可
能

と
し
て
い
る
。

　

再
任
用
さ
れ
た
教
職

員
の
評
価
は
、
校
務
に

精
通
を
し
て
、
学
習
指

導
や
生
徒
指
導
に
熟
達

し
た
指
導
力
を
有
す
る

と
い
う
評
価
が
あ
る
一

方
で
、
加
齢
と
と
も
に

テ
ン
シ
ョ
ン
が
下
が
る

な
ど
、
定
年
前
と
同
様

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
す
る
と
い
う
こ
と

が
課
題
で
あ
る
と
指
摘

す
る
声
も
あ
る
。

　

退
職
教
職
員
を
再
任

用
す
る
こ
と
で
、
ベ
テ

ラ
ン
の
も
つ
指
導
技
術

を
伝
承
し
て
若
手
教
職

員
の
育
成
へ
の
寄
与
も

期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
適
材
適
所
の
配
置

に
努
め
て
い
く
。

原
テ
ツ

ア

キ

県
政
報
告
会
を
開
催

　

恒
例
の
「
原
テ
ツ

ア
キ
県
政
報
告
会
」

を
10
月
25
日
㈰
午
後

１
時
か
ら
、
ウ
ェ
ス

テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
淡
路

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
皆
様
、

そ
し
て
会
場
一
杯
の

お
客
様
に
お
越
し
頂

き
大
盛
況
で
し
た
。

　

大
き
な
県
政
報
告
会
は

年
に
一
回
の
実
施
で
、
前

年
は
２
部
で
中
村
美
律
子

さ
ん
の
友
情
出
演
が
あ

り
、
一
昨
年
は
山
東
昭
子

先
生
と
橋
本
五
郎
氏
と
私

で
鼎
談
し
ま
し
た
。

　

毎
年
ど
の
よ
う
に
開
催

す
る
か
色
々
と
考
え
ま
す

が
、
４
年
に
一
度
は
ゆ
っ

決
算
特
別

委
に
選
出

農
・
漁
政
な
ど
審
査

学
校
教
員
の
再
任
用
で
方
針
は

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
が
急
が
れ

ま
す
。

　

政
府
は
農
産
品
の
輸
出

額
ア
ッ
プ
、
農
地
の
効
率

化
、
コ
メ
な
ど
重
要
５
品

目
の
生
産
者
へ
の
経
営
安

　

10
月
６
日
に
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
の

委
員
に
選
出
さ
れ
、
26
日
ま
で
平
成
26
年
度
の
決

算
に
つ
い
て
特
に
農
・
漁
政
、
県
土
、
教
育
、
警

察
、
観
光
を
テ
ー
マ
に
質
疑
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
予
算
編
成
の
時
期
に
26
年
度
決
算

審
査
を
す
る
こ
と
に
違
和
感
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
も
決
算
重
視
の
民
間
と
違
い
、
予
算
あ
り
き
の

行
政
の
宿
命
と
割
り
切
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

定
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。

　

何
と
い
っ
て
も
、
安
全

で
高
品
質
な
農
産
品
の
生

産
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
兵

庫
県
北
淡
路
農
業
普
及
セ

ン
タ
ー
の
皆
様
＝
写
真
上

＝
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
り
ま
す
。

農
産
品
な
ど
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
を

　

国
は
地
方
創
生
、
兵
庫

県
は
地
域
創
生
と
言
う
名

を
冠
し
た
政
策
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。

　

東
京
一
極
集
中
の
是

正
、
人
口
減
少
傾
向
の
歯

止
め
、
地
域
経
済
の
活
性

化
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で

す
。

　

県
当
局
と
我
々
議
員
の

間
で
議
論
を
重
ね
、
私
が

委
員
長
を
務
め
る
総
務
常

任
委
員
会
で
は
昨
年
８

月
31
日
、
県
当
局
幹
部
の

み
な
ら
ず
県
議
会
議
長
、

他
常
任
委
員
会
委
員
長
の

出
席
を
得
て
最
終
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
地
域
創
生

条
例
が
可
決
さ
れ
10
月
の

本
会
議
で
も
可
決
成
立
し

ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
長
と
し
て
取
り
ま
と
め

県
地
域
創
生
条
例
を
可
決

総
務
常
任
委
員
長
と
し
て

地
域
創
生
の
施
策
を
取
り

ま
と
め

恒例の県政報告会を昨年 10 月にウェス
ティンホテル淡路で開催しました

く
り
と
食

事
を
し
て

頂
く
の
も

良
い
か
も

知
れ
な
い

と
い
う
こ

と
で
、
食

事
を
し
な

が
ら
友
人

の
歌
を
楽

し
ん
で
頂

き
ま
し

た
。

県庁見学に来た淡路市内
の小学生を前に

000原県議2016_1.indd   4 2015/12/16   9:34:12



（４）2016年（平成28年）1月発行 県会議員　原テツアキ　県政報告

本紙に掲載したことは私の活動の一部です。原テツアキは皆様の代弁者として発言をし続けています。

原
テ
ツ
ア
キ 

走
り
続
け
ま
す 

淡
路
の
た
め
に
！

○
原
テ
ツ
ア
キ
杯
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ

　

７
月
11
日
㈯
、
淡
路
カ

ン
ト
リ
ー
で
開
催
。
プ
レ

イ
後
、
斗
ノ
内
自
宅
庭
で

Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
食
し
な
が
ら
表

彰
式
。

○
県
政
報
告
会

　

10
月
25
日
㈰
午
後
１
時

か
ら
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ

ル
淡
路
で
開
催
。

○
日
帰
り
旅
行

　

平
成
27
年
度
は
統
一
地

方
選
挙
の
た
め
自
粛
。

○
年
始
に
伊
弉
諾
神
宮
で

清
掃
活
動
と
出
前
県
政
相

談
　

大
晦
日
に
準
備
し
、
２

日
ま
で
家
族
と
支
援
者
で

活
動
。

☆�

�28
年
度
も
計
画
を
し
ま

す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

☆�

平
成
28
年
度
の
県
政
報

告
会
は
４
月
23
日
㈯
午

後
２
～
４
時
か
ら
田
崎

史
郎
氏
を
迎
え
て
開
催

し
ま
す
。

平成27年度原テツアキ事務所の年間行事

平成 27 年 平成 26 年 平成 25 年 平成 24 年 平成 23 年 平成 22 年 平成 21 年 平成 20 年 平成 19 年
・三城礼
・西側槙里子
・藤井晴世

中村美律子
・山東昭子
  参院議員
・橋本五郎

青山繁晴 震災で自粛
（文章で報告） 中村美律子 山谷えり子 猪口邦子 山東昭子 県政報告会

ゲスト

統一地方選挙
のため自粛

東京スカイツリー・
靖国神社・横浜中
華街へ１泊２日の旅

（２回目）

東京スカイツリー・
靖国神社・横浜中
華街へ１泊２日の旅

（１回目）

京都嵐山と
京料理を堪能 震災で中止 奈良遷都

1300年祭
伊勢神宮と
おかげ横丁

全国菓子博
と姫路城 日帰り旅行

▲ 27 年 4 月の統一地方選挙で 3 期目の当選を
果たしました

淡
路
市
敬
老
会
で

人
生
の
先
輩
方
々

に
ご
挨
拶

▼

▼

Ｊ
Ａ
日
の
出
の
共
進

会
で
生
産
者
を
激
励

（
兵
庫
県
産
の
子
牛

の
58
％
が
淡
路
島
生

ま
れ
で
す
）

山東先生に淡
路島をＰＲす
るため淡路産
の鬼瓦をプレ
ゼント

▼

▼

西村先生の
国政報告会
で激励の挨
拶に立たせ
ていただき
ました

▲ 花市場や花店の皆様
と花き生産者との情
報交換会（淡路花き
連会長として）

▼

北淡路地区の生
命線ジェノバラ
イ ン に 新 造 船
( 国、 県、 市 の
合作です）

▲ 淡路国生みマラソンに
2 千人が出走

▲ 自民党県議団は数十団体の
方から予算要望をお受けし
て県政に反映させています

ＴＶでお馴染みの
政治評論家、田崎
史郎氏

伊藤忠時代の上司
の丹羽元中国大使
を迎えて講演会

　原テツアキは（一財）勤労青少年協会
の理事長として、次世代育成支援のため
毎年若者数名をＮＹ等に派遣、また東京
で著名人を招いて講演会などを行ってい
ます。

▲ 総務常任委員長とし
て交通安全県民大会
に出席

▲ 岩屋浜芝居で鯛の
放流
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